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Abstract 情報化,グローバル化,不況の長期化が進むなかで,中間管理者の余剰感は増大してきた。しかし情

報処理,国際業務処理などの中間管理者の能力は,益々重視されるようになり,またその能力発揮プ
ロセスよりも,結果である業績が重視されるようになった。人事評価基準は,外界の状態と企業の状
態との関数であって,万古不易のものはない。急成長企業では,自ら企業家精神を発揮し,新しい提
案をし,実行する中間管理者が高く評価され,停滞している企業は,沈滞している部下に意識革命を
おこさせるネアカな人間が,高く評価される。中間管理者の評価基
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